


カスタム粘着ステンシル：にじみを抑えたシャープな塗装ライン用の自己粘着ビニール製ステンシルマスク
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Details
 

カスタム粘着ステンシルは、作業面に直接貼り付く、カット済みの感圧粘着フィルムマスクです。塗料が縁の下に回り込むのを防ぎます。一点物や小ロットの文字、ロゴ、曲面物に適してい
ます。同じデザインを何百回も塗装する場合は、硬質マイラーまたは金属の方が通常は適しています。

カスタム粘着ステンシルを注文するのは誰で、どのような用途ですか？ ↑
一点物のプロジェクトでは、注文前に対象の表面、文字のレイアウト、必要な仕上げを確認してください。木製サイン、ファミリーロケーション用の壁、オートバイのタンク、レザージャケッ
ト、シャッフルボードの台については、最終的な塗装の前に、実際の表面でマスクを試してください。

もう一つの、より小規模な層はビジネス用途で購入します。 2021 ASI年のASI Centralインタビュー[2]で、ステンシル供給会社のCEOは「通常、人々は当社のステンシル
をアート制作ではなく、自社、会社、またはイベントの宣伝に使っています」と述べました。例として、スーパーボウルでのファン向けフェイスペイントや、Adobeのイベントで配布さ
れたコーディング記号ステンシルが挙げられています。これらの購入者には固定されたイベント日程があります。ステンシル向けに整っていないロゴを持ち込むことが多く、大きなグラフィッ
クは位置合わせ可能なパネルに分割する必要がある場合があります。また、数量に応じて単価が変わる価格設定も求めています。

https://members.asicentral.com/news/web-exclusive/november-2021/stencil-stop-traces-a-path-toward-success/


両グループに共通する中核要件は同じです。マスクが初回の施工で密着し、きれいに剥がれ、承認済み校正稿に示されたディテールを維持することです。

ステンシルの縁でにじみ・浮き・破れが起きるのはなぜですか？どう直せますか？ ↑
問題点。 密着していないステンシルは、テンプレートと表面の間に小さな隙間を残します。ある供給元のヘルプセンターは、次のように明言しています。 「ステンシル使用における最も重
大な問題の一つは塗料のにじみである」[3]。スプレー接着剤で隙間を埋められますが、完成品にべたつく残留物が残ることがあります。

なぜ悪化するのか。 粘着力の強い製品を選んでも問題は解決しません。剥離時の塗装のはがれを確認するため、塗装前に自分の表面でタックレベルを確認してください。再利用も過大評価さ
れがちです。あるサプライヤーのチュートリアルでは、粘着ステンシルは 1–3回の使用を想定して設計されている[5]とし、初回使用後の粘着力の低下を「正常」と呼んでいます。十回分の
使用を見込んで予算を立てた購入者は、計画よりはるかに高い使用回あたりのコストを負担することになります。

解決策。 当社のCustom Self-Adhesive Vinyl Stencil Masksは、各注文を単純なステッカー印刷ではなく設計上の判断として扱い、次の四段階で進めます：

カット前に、基材に合わせてフィルムのゲージ（板厚）と粘着レベルを選定します。1.
アイランド部とブリッジ部について、アートワークの入稿前確認を行います。2.
校正稿の書面承認を取得します。3.
マスクは平らな状態で出荷します。4.

正確なフィルム厚、粘着グレード、最大サイズ、納期、最小数量は見積書で確定します。実際の表面でサンプル試験を行うまで、想定再利用回数は保証しません。
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カスタム自己粘着ビニール製ステンシルマスクとは何ですか？ ↑
ステンシルマスクは3層構造です。

裏面の剥離ライナー。
再剥離可能な感圧接着剤を塗布したカットフィルム。
独立した文字用には、文字の位置を保つため表面に転写テープを付けます。

標準形式は、切り抜き部から塗料を通すネガティブステンシルです。ステンシルマスクはデカールではありません。あるビニール供給元は、塗装作業には 「デカール用ビニールではなくステ
ンシル用ビニール」[6] を推奨しています。その理由は、水性の再剥離可能接着剤なら下地を傷めない一方、デカール用ビニールは強力に接着する恒久的なアクリル接着剤を使用するためです。

フィルム種類（市場参考） 接着剤 公表されている再利用主張 最適用途

3 mil PVC ステンシル用マスキングフィルム[7] 再剥離可能な水性アクリル；1.37 lb/in、鋼板に対して24
h後（FINAT TM-1） データシートに記載なし 滑らかで平坦な硬質基材

3.0 mil半透明 ステンシル用ビニール[8] 低粘着、きれいに剥離 一回限りの短期使用 塗装・スプレーマスキング

5 mil 粘着剤付きプラスチック[9] 自己粘着式 接着面の清浄度に応じ
て5–12回以上

ドラム、パイプ、ローラーまた
は刷毛作業

約7 mil 粘着裏打ちポリエチレン[10] 粘着性裏面 使い捨てまたは軽度の再利用 曲面、非常にシャープなエッジ

文字用ビニールと 転写テープ[11] 自己粘着式、ワックス状ライナー 一回使用 看板・壁面用のブリッジなし文
字

この表は当社の仕様ではなく、市場の選択肢を示す地図として読んでください。同一ブランド内でも仕様は統一されていません。同じ販売元の FAQ[12] では、同社の7 milマット粘着
剤は単回使用のみ保証されている一方、製品ページでは4–5回の使用を謳っています。お見積もりには、厚さ、タックの等級、再利用の想定がそれぞれ一つずつ示されます。見積もりに記
された想定を当てにする前に、お使いの表面に貼ったサンプルで再利用時の性能を確認してください。

サイズと可読性

文字の高さと用紙の幅が実用上の限界を決めます。市販の 単回使用レターステンシル は、1.5インチの文字の高さから販売されています。36インチを超える幅のテキストには、フィルム
が柔らかすぎて扱いにくいため推奨されません。別のサプライヤーの FAQ では、28 × 96インチ以内の粘着形状をカットし、それより大きいものは複数のピースに分割します。

当社のマスクでは、シート一枚当たりの最大サイズと最小線幅は、選択するフィルムによって決まります。いずれも校正稿で確定します。細いセリフ、狭いカウンター部、長く細いパネルは、
最初に裂けたりしわになったりしやすい要素です。デザインがこれらに依存する場合は、本生産前にテストストリップを依頼してください。



表面・裏面材の選択肢

表面 想定結果 主なリスク 依頼すべき内容
滑らかな密封塗装面、ガラス、金属 最高のエッジ密着 粘着が強すぎると柔らかい塗膜が剥がれる 低〜中粘着；角部テスト
曲面のボトル、マグ、ドラム 追従フィルムがよく密着 きつい曲率ではしわが出る 薄いゲージ；逃げカットを校正稿に表示
未処理の軟質木材 注意すれば使用可能 繊維の引き抜け、木目からのにじみ 低粘着、 基材ガイダンスに従う[13]

凹凸のある壁、コンクリート にじみリスクが高い 塗料が凹凸から回り込む 滑らかな下地が必要、 Concrete Network[14]

塗装直後のラテックス壁面塗料 高リスク マスクとともに壁面塗料が剥がれる まず完全硬化；最低粘着；テストパネル
低温の部品またはポリマー部品 角が浮く 低温または油分のある部品ではぬれ性が低い 部品を温める；接着剤に指を触れない、 コーティング使用者の指針に従う[15]

これらの行に共通する傾向は単純です。感圧接着剤が十分に密着するのは、清潔で乾燥し、比較的滑らかな表面だけです。凹凸のある壁、未処理木材、低温の金属は、標準的な成功条件から
外れます。PPやPEなどの低表面エネルギープラスチック、シリコーン、油分のある部品でも失敗しがちです。これらは必ず先に試験する注文として扱い、にじみゼロの保証は期待しない
でください。



ステンシルマスクの依頼、校正、検査、施工はどう行いますか？ ↑

ステップ1：入稿前確認

すべてのフォントをアウトライン化したベクターアートワーク（SVG、AI、EPS、PDF）を送付してください。写真や低解像度PNGは、カットパスとして直接使用できません。
入稿前確認では重要な一点を判断します。O、A、8などの文字内の閉じた形状をブリッジで保持するか、転写テープでブリッジなしに保持するかです。

専門のカッター業者も同じ手順を説明しています。彼らは 「ステンシル要素を所定位置に保持するため必要なブリッジを追加し、カット前に承認用の校正稿を送る」[16].

非常に小さな要素には現実的な生産リスクがあります。ある製造者は、小さなカット片が 「カッティングブレードに付着し、必ず失われる」[17]と述べています。当社の入稿前確認では、選
択したフィルムの最小値を下回るアイランド部と線幅を指摘します。これらの最小値は推測ではなく、サンプルカットで設定します。



ステップ2：校正稿承認と生産

書面でデジタル校正稿を承認した後にのみ生産を開始します。校正稿のバージョン番号はカットファイルと一致していなければなりません。カット設定は注文した特定フィルムに合わせて選
定し、完成したマスクは輸送中に自己接着しないようライナー上に保持します。

リードタイムは見積もりに記載されます。プロジェクトが特定のイベント日に合わせる必要がある場合は、ブリーフィングの段階でお知らせください。校正スケジュールをその日付から逆算
できるようにするためです。



ステップ3：到着時検査

確認項目 方法 合格条件
寸法 承認済み校正稿に対して主要寸法を測定 サンプル測定後に設定された、注文記載の許容差内
カットの完全性 シートを透かして、アイランド部、カウンター部、ブリッジ部を確認 校正稿で合意した場合を除き、欠落したアイランド部がない
エッジ品質 拡大して曲線と角部を検査 欠け、傷、粗いエッジがない
平坦性 シートを平らなテーブルに置く しわや折り目がない
粘着と剥離 ライナーを剥がし、端材基材にテスト用の角部を貼る しっかり密着し、きれいに剥がれ、目に見える残留物がない

これらの検査は塗装日の前に実施してください。この段階で不良を直す費用は不要ですが、同じ不良を壁で見つけるとプロジェクト全体の損失になります。フィルム製造者は剥離データを提
供する場合があり、多くは次のデータシートに示されるFINAT TM-1法で報告されます。 ORAMASK 813データシート。その数値は塗装した壁ではなくフィルム自体を示
すため、端材での角部テストはなお必要です。複数パネル注文では、部品数を数え、パネル番号を校正稿と照合してください。

ステップ4：施工と剥離

以下の手順は、 供給元が公開している施工方法:

表面を清掃し、完全に乾かしてください。ほこり、油分、水分は接着を妨げます。1.
片隅からゆっくりライナーを剥がします。「接着剤はすぐに付く」ため、先にマスクの位置を決めてから押さえてください。2.
スキージーまたはカードで、すべてのカットエッジをしっかり圧着します。隙間があれば塗料が下に回り込みます。3.
10–15インチ離して、短く噴霧します。一度の厚塗りより、薄塗りを数回行う方が効果的です。4.
塗料が落ち着いた後、完全に硬化する前に低い角度で剥がします。5.
二層目の色を塗る場合は、一層目が完全に乾くまで待ってください。接着剤は濡れた塗料や粘着性のある塗料を剥がすことがあります。6.

プロ仕様のマスキングフィルムには温度制限もあります。 ORAMASK 813データシート は最低施工温度を50°Fとし、湿潤施工を不可としています。布地では、往復して刷毛
塗りするのではなく、塗料を軽くたたくように載せてください。



粘着マスク、マイラー、金属：どのステンシルを選ぶべきですか？ ↑

選択肢 再利用（供給元の主張） エッジ密着 ブリッジ 選ぶ場面
使い捨て文字用ビニール＋転写テープ 一回使用 内蔵 不要 補修したくない看板または壁面一件
粘着フィルム、5–7 mil 1回保証；最大5–12回を主張 内蔵 通常はアイランド部用 曲面、布地、数回の繰り返し
マスキングフィルムロール、3 mil 記載なし 内蔵 自分で決定 カッターを所有している場合
10–14 milマイラー 15–25回以上；数千回まで テープまたはスプレーが必要 必要 繰り返し作業、溶剤洗浄
鋼またはアルミニウム 無制限として販売 なし；硬質 必要 工業用、長寿命のマーキング
恒久接着デカール用ビニール ステンシルではない 強力接着 — 塗装マスクには避ける

判断は、ステンシルを何回施工するか、どの程度のエッジ密着が必要かに尽きます。マイラーは耐溶剤性があり、 最低15 to 25回の施工[19] に耐えるとされています。通常の使用と
適切な清掃を前提に、ある販売者は14 milのマイラーを 「数百回から数千回の使用」[20]向けとして販売しています。代わりに、独立したマイラーは固定のためにテープまたはスプレー
接着剤が必要で、閉じた文字には後で補修が必要なブリッジが必要です。ステンシルの寿命よりも、初回施工時のシャープなエッジを重視するなら粘着マスクを選んでください。

ステンシルマスクの見積もりは、サイズ、デザインの複雑さ、フィルムの種類、数量を基準に行います。オプションを公平に比較するには、価格を、それぞれで現実的に見込める使用回数で
割ってください。

法令順守と主張の境界

ASTM D7932-17(2023) は印刷済みの感圧式ラベルを対象としており[21]、塗装用マスクは対象外のため、それへの適合性は主張していません。

ほかの二つの規則は、特定の場合にのみ適用されます。食品に直接接触する感圧接着剤は、 21 CFR 175.125[22]の対象です。標準的なステンシルマスクは「FDA承認」品で
はなく、食品装飾用途にはフィルム供給元からの書面確認が必要です。環境表示は、 FTCグリーンガイド[23]の対象です。マスクはフィルム、接着剤、ライナーの複合体であるため、当社
は無条件の「リサイクル可能」主張を行いません。

梱包、出荷、再注文

到着時に、継ぎ目、折れ、その他の輸送中の損傷がないか確認してください。当社のマスクは平らに、または丸めて発送し、折りたたむことはありません。梱包形式は見積もりで確認されま
す。損傷があれば、到着後すぐに写真を添えてご報告ください。

マスクを再利用するには、元のライナーまたはワックスペーパーの上で平らに保管してください。再注文時は、次のロットも同じフィルム設定で同じファイルからカットできるよう、承認済
み校正稿のバージョンを指定してください。

https://www.law.cornell.edu/cfr/text/21/175.125
https://www.govinfo.gov/link/cfr/16/260


注文前に覚えておくべきことは何ですか？ ↑
粘着マスクは短寿命の工具であり、耐久性のあるテンプレートではありません。 — 設計上1–3回の使用（出典)
書面による保証は、マーケティング上の主張より低いことがあります。 — 7 mil粘着材は一回使用を保証（出典)
プロ仕様マスキングフィルムは、測定可能な粘着データを公表しています。 — 鋼板に対して1.37 lb/in、FINAT TM-1（出典)
同じデザインを何度も繰り返す場合は、マイラーが優れます。 — 最低15–25回の施工（出典)
隣接するフィルム市場は成長していますが、ステンシル専用の数値ではありません。 — 印刷可能な自己粘着ビニールフィルムはUSD 5.10十億USD、2030,
6.4%のCAGR（出典)

ステンシルマスクの校正稿を受け取りませんか？ ↑
良いステンシルマスクは、カット開始前に決まります。フィルムを表面に合わせ、アートワークの入稿前確認を行い、校正稿を文書で承認します。これらが整えば、施工は簡単です。ベクター
ファイル、対象表面、塗料の種類、想定施工回数を送ってください。フィルムのゲージ（板厚）、粘着グレード、サイズ制限、納期を記載した見積書と、デジタル校正稿をお返しします。

カスタムステンシルマスクの見積書と校正稿を今すぐご依頼ください。
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